
（総則）
第１条　令和８年度嬉野市下水道事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めると
　　ころによる。

(収益的収入及び支出）
第２条　予算第３条に定めた収益的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。

（既決予定額） （補正予定額） （　計　）
千円 千円 千円

第１款 ８６６,１８５ １ ８６６,１８６
第２項 営 業 外 収 益 ５９２,２１２ １ ５９２,２１３

（既決予定額） （補正予定額） （　計　）
千円 千円 千円

第１款 ８５５,２０１ ５５８ ８５５,７５９
第１項 営 業 費 用 ７７５,３４２ １２３ ７７５,４６５
第２項 営 業 外 費 用 ７６,８５９ ４３５ ７７,２９４

(資本的収入及び支出）

　　円で補てんするものとする。」に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり
　　補正する。

（既決予定額） （補正予定額） （　計　）
千円 千円 千円

第１款 ６０３,８２０ ６,８００ ６１０,６２０
　 第２項 企業債償還金 ４２０,０６８ ６,８００ ４２６,８６８

議案第５０号

第３条 予算第４条本文括弧書を「資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額
１７２，９８４千円は、当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額
９ ， ２ ３ ６ 千 円 、 過 年 度 分 損 益 勘 定 留 保 資 金 １ ２ １ ， ３ ７ ９ 千 円 、

下 水 道 事 業 収 益

令和８年度　嬉野市下水道事業会計補正予算（第１号）

（　科　目　）

資 本 的 支 出

収　　入

支　　出

当年度分損益勘定留保資金４１，９６６千円及び、当年度利益剰余金額４０３千

（　科　目　）

支　　出

（　科　目　）

下 水 道 事 業 費 用
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（企業債）
第４条　予算第６条に定めた企業債の限度額を次のとおり補正する。

起債の方法 利　率 償還の方法

普通貸借又は
証券発行

3.0％以内（た
だし、利率見
直し方式で借
り入れる政府
資金及び地方
公共団体金融
機構資金につ
いて、利率見
直しを行った
後において
は、当該見直
し後の利率）

政府資金につ
いては、その
融資条件によ
り、銀行その
他の場合には
その債権者と
協定するもの
による。ただ
し、企業財政
その他の都合
により据置期
間及び償還期
限を短縮し、
又は繰上償還
もしくは低利
に借換えする
ことができ
る。

〃 〃 〃

起債の方法 利　率 償還の方法

補正前と同じ
6.0％以内

補正前と同じ
補正前と同じ

〃 〃 〃

（議会の議決を経なければ流用することができない経費）
第５条　予算第９条に定めた経費の金額を次のとおり補正する。

（既決予定額） （補正予定額） （　計　）
千円 千円 千円

　　・職員給与費 ５３,４６４ １１４ ５３,５７８

補正前

起債の目的 限　度　額

下水道事業 107,900千円

補正後

資本費平準
化債

223,800千円

〃

起債の目的 限　度　額

下水道事業 補正前と同じ

資本費平準
化債
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（利益剰余金の処分）
第６条　予算第１１条本文中「３１６千円」を「４０３千円」に改める。

令和８年８月２８日提出
嬉野市長　山 口　卓 也
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款 項 目
（千円） （千円） （千円）

 1 下水道事業 866,185 1 866,186

   収益

 2 営業外収益 592,212 1 592,213

 4 消費税及び 6,312 1 6,313

   地方消費税

   還付金

令和８年度　嬉野市下水道事業会計予算実施計画変更
収益的収入及び支出

収  入

既決予定額 補正予定額 計 備　考
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款 項 目
（千円） （千円） （千円）

 1 下水道事業 855,201 558 855,759

   費用

 1 営業費用 775,342 123 775,465

 2 処理場費 312,993 0 312,993

 3 総係費 50,914 123 51,037

 2 営業外費用 76,859 435 77,294

 2 雑支出 7,209 435 7,644

令和８年度　嬉野市下水道事業会計予算実施計画変更
収益的収入及び支出

支  出

既決予定額 補正予定額 計 備　考
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款 項 目
（千円） （千円） （千円）

 1 資本的支出 603,820 6,800 610,620

 2 企業債償還 420,068 6,800 426,868

   金

 1 建設改良債 420,068 6,800 426,868

   元金償還金

令和８年度　嬉野市下水道事業会計予算実施計画変更
資本的収入及び支出

支  出

既決予定額 補正予定額 計 備　考
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下水道事業会計　　間接法 (単位　円)

Ⅰ業務活動によるキャッシュフロー

　　当年度純利益

　　減価償却費

　　固定資産除却費

　　賞与引当金の増加額（△は減少）

　　法定福利費引当金の増加額（△は減少）

　　貸倒引当金の増加額（△は減少）

　　長期前受金戻入額

　　受取利息及び配当金

　　支払利息及び企業債取扱費

　　営業及び営業外未収金増減額（△は増加）

　　営業及び営業外未払金増減額（△は減少）

　　小計　

　　受取利息及び配当金

　　支払利息及び企業債取扱諸費

　　業務活動によるキャッシュフロー①　

Ⅱ投資活動によるキャッシュフロー

　　固定資産取得・建設改良事業等実施額

　　他会計補助金による収入

　　国庫補助金による収入

　　工事負担金による収入

　　投資活動によるキャッシュフロー②　

Ⅲ財務活動によるキャッシュフロー

　　企業債による収入

　　企業債の償還による支出

　　財務活動によるキャッシュフロー③　

Ⅳ現金預金の増加額④＝①＋②＋③

Ⅴ現金預金の期首残高

Ⅵ現金預金の期末残高

489,000

令和８年度  嬉野市下水道事業会計予定キャッシュフロー計算書

(令和８年４月１日から令和９年３月３１日まで)

2,629,547

381,162,000

△ 600,000

69,650,000

△ 26,732,250

29,712,896

43,660

△ 43,660

△ 359,578

△ 205,988,000

249,963,615

600,000

△ 69,650,000

180,913,615

△ 168,494,367

39,700,000

42,966,027

15,810,000

331,700,000

△ 426,864,423

△ 70,018,340

△ 95,164,423

15,730,852

290,750,528

306,481,380
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　1　総　　括

10 4

（2） 1

10 （2） 5

10 4

（2） 1

10 （2） 5

扶養
手当

（千円）

762

762

6,066 4,968 624 163 540 1,200 4,159 18,922

163 540 1,200 4,159 18,922

（千円）

退職
手当

6,066 4,968 624

補正後

補正前

比　 較

補　正　予　算　給　与　費　明　細　書

法定福利費 合　　　　計

計一般職 報　酬 給　料特別職

補
正
前

資本勘定
支弁職員

合　　　計

区　　　　分

損益勘定
支弁職員

資本勘定
支弁職員

職　員　数

補
正
後

給　　　　　　与　　　　　　費

45,347

13,089 2,429 15,518

15,518

45,233 8,231

（千円）（千円）（千円） （千円） （千円） （千円）

14,122

合計

（千円）（千円）（千円） （千円） （千円）

住居
手当

（千円）

37,946
損益勘定
支弁職員

区　　分

114

114114

児童
手当

（千円）

資本勘定
支弁職員

合　　　計

（　）内は会計年度任用職員を外書きしたもの。

比
　
較

損益勘定
支弁職員

38,06017,794

4,800

18,922

342

4,206 4,083

21,877 53,578

手　当

（人） （人）

4,800

4,434 21,877

13,089 2,429

8,231

32,144 5,802

4,083

4,548

228 17,794

4,206

32,258 5,802

18,922

合　　　計

14,122

440

440

手当の
内　訳

53,464

114

114

114

（千円）

期末
手当

勤勉
手当

通勤
手当

管理職
手当

時間外勤
務手当
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ア　会計年度任用職員以外の職員

10 4

1

10 5

10 4

1

10 5

児童
手当

（千円）

440

4404,159 17,292

手　当 計

（人） （人）（千円）（千円）（千円） （千円）

区　　　　分

職　員　数 給　　　　　　与　　　　　　費

法定福利費 合　　　　計

特別職一般職 報　酬 給　料

（千円） （千円）

補
正
後

損益勘定
支弁職員

342 17,794 14,122 32,258 5,802 38,060

8,572

合　　　計 342 21,877 17,292 39,511 7,121 46,632

資本勘定
支弁職員

4,083 3,170 7,253 1,319

補
正
前

損益勘定
支弁職員

228 17,794 14,122 32,144

合　　　計 228 21,877 17,292

5,802 37,946

資本勘定
支弁職員

4,083 3,170 7,253 1,319 8,572

114

資本勘定
支弁職員

39,397 7,121 46,518

損益勘定
支弁職員

114 114

114

手当の
内　訳

区　　分

扶養
手当

期末
手当

勤勉
手当

住居
手当

通勤
手当

管理職
手当

合　　　計 114 114

比
　
較

時間外勤
務手当

退職
手当

合計

（千円）（千円）（千円）（千円） （千円）

補正後 762 5,180 4,224 624 163 540 1,200 4,159 17,292

（千円） （千円） （千円） （千円）

補正前 762 5,180 4,224 624 163 540 1,200

比　 較
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イ　会計年度任用職員

児童
手当

手　当 計

（千円）（千円）（千円） （千円）

区　　　　分

給　　　　　　与　　　　　　費

法定福利費 合　　　　計

報　酬 給　料

（千円） （千円）

補
正
後

損益勘定
支弁職員

6,946

合　　　計 4,206 1,630 5,836 1,110 6,946

資本勘定
支弁職員

4,206 1,630 5,836 1,110

資本勘定
支弁職員

4,206 1,630 5,836 1,110 6,946（2）

損益勘定
支弁職員

資本勘定
支弁職員

5,836 1,110 6,946

損益勘定
支弁職員

合　　　計 4,206 1,630（2）

（　）内は、会計年度任用の職を占める職員であって、その１週間当たりの通常の勤務時間が常時勤務を要する
職を占める職員の１週間当たりの通常の勤務時間に比し短い職員について外書きしたもの。

手当の
内　訳

区　　分

扶養
手当

期末
手当

勤勉
手当

住居
手当

通勤
手当

管理職
手当

合　　　計

比
　
較

時間外勤
務手当

退職
手当

合計

（千円）（千円）（千円）（千円）（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

補正後 886 744 1,630

1,630

比　 較

補正前 886 744

職　員　数

（人）

（2）

（2）

補
正
前
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Ⅰ　重要な会計方針に係る事項に関する注記

１固定資産の減価償却の方法

（１）有形固定資産
・減価償却の方法　 定額法

・主な耐用年数
 　 建物　 　８年～５０年
　  構築物 　８年～５０年
　  機械及び装置 　５年～５０年
　  工具器具及び備品 　５年～　６年

２引当金の計上方法

（１）退職給付引当金
  　職員の退職手当に係る負担金は、「嬉野市下水道事業に属する職員の退職手当
　に関する協定書」に基づき、嬉野市一般会計がその全部を負担することとなって
　いるため、退職給付引当金は計上していない。

（２）賞与引当金、法定福利費引当金
  　職員の期末手当及び勤勉手当の支給及びその手当に係る法定福利費の支出に備
　えるため、当年度末における支給見込額に基づき、当年度の負担に属する額を計
　上している。

（３）貸倒引当金
  　債権の不納欠損による損失に備えるため、未収金の年度末残高のうち、個別に
　回収可能性を検証し算出した翌事業年度回収不能見込額を計上している。

３消費税及び地方消費税の会計処理
・消費税及び地方消費税の会計処理は､税抜方式によっている｡

Ⅱ　予定キャッシュ・フロー計算書に関する注記
１重要な非資金取引は該当事項なし。

Ⅲ　予定貸借対照表等に関する注記

・企業債の償還に係る他会計の負担
　  貸借対照表に計上されている企業債（当該年度末日の翌日から起算して１年以
　内に償還予定のものも含む。 ）  のうち、他会計が負担すると見込まれる額は
　４，８２３，５１９千円である。

重要な会計方針等に関する注記
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Ⅳ　セグメント情報の開示

1 報告セグメントの概要
  　嬉野市下水道事業では、農業集落排水事業、公共下水道事業、市営浄化槽事業

2 報告セグメントごとの営業収益等
当年度（ 自 令和8年4月1日 至 令和9年3月31日）

Ⅴ　減損損失に関する注記
該当事項なし。

Ⅵ　リース契約により使用する固定資産に関する注記
該当事項なし。

Ⅶ　重要な後発事象に関する注記
該当事項なし。

Ⅷ　その他の注記
1 地方公営企業法適用時における固定資産の帳簿総額
　　資産取得時から法適用の日（令和４年４月１日）の前日までに減価償却が行わ
　れてきたものとみなし、取得価額から減価償却累計額を控除して算定している。

合計農業集落排水事業

　の３事業を運営している。各報告セグメントの事業内容は、次のとおりである。
事業区分

農業集落排水事業
公共下水道事業

事業の内容
農業集落排水計画区域において汚水を処理する業務
公共下水道計画区域において汚水を処理する業務

（単位：千円）

市営浄化槽事業 市営浄化槽計画区域において汚水を処理する業務

事業区分 公共下水道事業 市営浄化槽事業

営 業 費 用 284,315 120,717 746,407341,375
営 業 収 益 125,489 45,370 249,37978,520

経 常 損 益 778 403 2,6291,448
営 業 損 益 △ 158,826 △ 75,347 △ 497,028△ 262,855

セグメント負債 4,602,829 1,166,429 10,195,2444,425,986
セグメント資産 4,896,415 1,237,486 11,188,2885,054,387

他会計補助金（基準内） 109,844 14,140 284,359160,375
そ の 他 の 項 目

減価償却費 144,682 28,002 381,162208,478

他会計補助金（基準外） 8,556 57,460 128,64162,625

特別損失 0 0 00
特別利益 0 0 00

有形固定資産の増加額 19,900 103,311 168,00444,793
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款 項 目 節
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

 1 下水道事業 866,185 1 866,186

   収益

 2 営業外収益 592,212 1 592,213

 4 消費税及び 6,312 1 6,313

   地方消費税

   還付金

消費税及び 1

地方消費税

還付金

消費税及び地方

消費税還付金

　　　　　 1

令和　８年度 嬉野市下水道事業会計補正予算（第１号）説明書
収益的収入及び支出

収  入

説　　　明
既決予算額 補正予算額 計 金　額 備　考

14



款 項 目 節
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

 1 下水道事業 855,201 558 855,759

   費用

 1 営業費用 775,342 123 775,465

 2 処理場費 312,993 0 312,993

修繕費 605

委託料 △ 605

 3 総係費 50,914 123 51,037

報酬 114

旅費 9

 2 営業外費用 76,859 435 77,294

 2 雑支出 7,209 435 7,644

その他雑支出 435

10人　　　114

費用弁償（下水道審

議会委員）　　9

収益的収入及び支出
支  出

令和　８年度 嬉野市下水道事業会計補正予算（第１号）説明書

　　　　　 435

説　　　明
既決予算額 補正予算額 計 金　額 備　考

計器類機器

　　　　　 605

施設維持管理（市営

浄化槽）　△605

雑支出

下水道審議会委員
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款 項 目 節
（千円） （千円） （千円） （千円） （千円）

 1 資本的支出 603,820 6,800 610,620

 2 企業債償還 420,068 6,800 426,868

   金

 1 建設改良債 420,068 6,800 426,868

   元金償還金

建設改良債 6,800

 元金償還金

令和　８年度 嬉野市下水道事業会計補正予算（第１号）説明書

企業債元金償還金

　　　　6,800

資本的収入及び支出
支  出

説　　　明
既決予算額 補正予算額 計 金　額 備　考
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